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１．2022年３月期第２四半期の連結業績(2021年４月１日～2021年９月30日)

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期第２四半期 1,181,049 19.4 113,144 47.4 119,233 53.9 91,290 95.1

2021年３月期第２四半期 989,387 △7.4 76,769 △24.5 77,474 △26.4 46,781 △39.9
(注) 包括利益 2022年３月期第２四半期 97,609百万円( 115.7％) 2021年３月期第２四半期 45,259百万円( △3.9％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期第２四半期 65.79 －

2021年３月期第２四半期 33.72 －

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年３月期第２四半期 3,045,446 1,577,289 50.9 1,116.52

2021年３月期 2,918,941 1,494,535 50.3 1,057.61
(参考) 自己資本 2022年３月期第２四半期 1,549,129百万円 2021年３月期 1,467,476百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年３月期 － 17.00 － 17.00 34.00

2022年３月期 － 17.00

2022年３月期(予想) － 17.00 34.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）
(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 2,453,000 16.5 213,100 24.1 222,000 24.7 185,500 132.5 133.69
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有
　

連結業績予想につきましては、本日公表の「連結業績予想の修正に関するお知らせ」及び「2021年度第２四半期
決算説明資料」をご参照ください。

　　



※ 注記事項(詳細は、【添付資料】８ページ「(４)四半期連結財務諸表に関する注記事項」をご覧

ください。)

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 有

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 2社（社名） McDonald Jones Homes Pty Ltd、Respicardia, Inc.

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2022年３月期２Ｑ 1,393,932,032株 2021年３月期 1,393,932,032株

② 期末自己株式数 2022年３月期２Ｑ 6,475,358株 2021年３月期 6,396,867株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年３月期２Ｑ 1,387,530,651株 2021年３月期２Ｑ 1,387,512,694株
　

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理
的であると判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありま
せん。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 221,779 210,383

受取手形及び売掛金 338,640 －

受取手形、売掛金及び契約資産 － 392,435

商品及び製品 203,159 227,340

仕掛品 166,494 133,736

原材料及び貯蔵品 111,798 123,147

その他 97,131 104,682

貸倒引当金 △2,225 △2,736

流動資産合計 1,136,776 1,188,987

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 598,675 615,100

減価償却累計額 △319,144 △325,150

建物及び構築物（純額） 279,531 289,950

機械装置及び運搬具 1,535,326 1,591,613

減価償却累計額 △1,286,057 △1,328,734

機械装置及び運搬具（純額） 249,269 262,879

土地 70,577 70,125

リース資産 8,615 8,493

減価償却累計額 △7,687 △7,049

リース資産（純額） 928 1,445

建設仮勘定 84,463 92,613

その他 182,414 162,508

減価償却累計額 △149,920 △128,514

その他（純額） 32,495 33,993

有形固定資産合計 717,262 751,005

無形固定資産

のれん 351,921 372,666

その他 342,454 357,356

無形固定資産合計 694,374 730,023

投資その他の資産

投資有価証券 286,517 273,915

長期貸付金 1,241 3,632

長期前渡金 29,390 29,533

繰延税金資産 21,116 35,716

その他 32,709 33,130

貸倒引当金 △445 △493

投資その他の資産合計 370,529 375,432

固定資産合計 1,782,165 1,856,459

資産合計 2,918,941 3,045,446
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 142,087 160,580

短期借入金 144,571 157,015

コマーシャル・ペーパー 84,000 123,000

リース債務 880 1,530

未払費用 126,705 128,060

未払法人税等 21,268 38,022

前受金 78,601 60,833

株式給付引当金 124 －

修繕引当金 7,222 1,696

製品保証引当金 3,522 3,875

固定資産撤去費用引当金 5,651 5,318

その他 88,533 87,668

流動負債合計 703,163 767,598

固定負債

社債 110,000 110,000

長期借入金 320,404 306,433

リース債務 3,921 6,983

繰延税金負債 58,669 50,479

株式給付引当金 513 513

修繕引当金 3,415 4,455

固定資産撤去費用引当金 12,652 10,927

退職給付に係る負債 158,832 156,992

長期預り保証金 21,939 22,256

その他 30,899 31,522

固定負債合計 721,243 700,560

負債合計 1,424,406 1,468,158

純資産の部

株主資本

資本金 103,389 103,389

資本剰余金 79,641 79,575

利益剰余金 1,158,792 1,235,329

自己株式 △5,932 △6,020

株主資本合計 1,335,890 1,412,273

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 91,887 89,531

繰延ヘッジ損益 △347 184

為替換算調整勘定 50,462 56,408

退職給付に係る調整累計額 △10,416 △9,267

その他の包括利益累計額合計 131,586 136,856

非支配株主持分 27,058 28,160

純資産合計 1,494,535 1,577,289

負債純資産合計 2,918,941 3,045,446
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

売上高 989,387 1,181,049

売上原価 666,732 795,025

売上総利益 322,656 386,024

販売費及び一般管理費 245,887 272,881

営業利益 76,769 113,144

営業外収益

受取利息 908 546

受取配当金 2,313 2,184

持分法による投資利益 153 5,005

その他 2,484 3,741

営業外収益合計 5,858 11,475

営業外費用

支払利息 1,713 1,779

その他 3,440 3,607

営業外費用合計 5,153 5,386

経常利益 77,474 119,233

特別利益

投資有価証券売却益 1,704 6,116

固定資産売却益 272 328

段階取得に係る差益 － 1,700

特別利益合計 1,976 8,144

特別損失

投資有価証券評価損 38 35

固定資産処分損 3,875 2,877

減損損失 16 178

事業構造改善費用 4,093 5,089

特別損失合計 8,022 8,179

税金等調整前四半期純利益 71,429 119,198

法人税等 23,143 26,811

四半期純利益 48,286 92,387

非支配株主に帰属する四半期純利益 1,505 1,097

親会社株主に帰属する四半期純利益 46,781 91,290
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

四半期純利益 48,286 92,387

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 10,679 △2,276

繰延ヘッジ損益 36 530

為替換算調整勘定 △16,599 7,215

退職給付に係る調整額 2,294 1,176

持分法適用会社に対する持分相当額 563 △1,423

その他の包括利益合計 △3,027 5,223

四半期包括利益 45,259 97,609

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 43,556 96,559

非支配株主に係る四半期包括利益 1,702 1,050
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 71,429 119,198

減価償却費 52,576 58,230

減損損失 16 178

のれん償却額 12,500 13,715

株式給付引当金の増減額（△は減少） △68 △124

修繕引当金の増減額（△は減少） 94 △4,485

製品保証引当金の増減額（△は減少） △47 196

固定資産撤去費用引当金の増減額（△は減少） 1,787 △2,058

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △1,786 △2,014

受取利息及び受取配当金 △3,221 △2,729

支払利息 1,713 1,779

持分法による投資損益（△は益） △153 △5,005

投資有価証券売却損益（△は益） △1,704 △6,116

投資有価証券評価損益（△は益） 38 35

固定資産売却損益（△は益） △272 △328

固定資産処分損益（△は益） 3,875 2,877

売上債権の増減額（△は増加） 30,615 －

売上債権及び契約資産の増減額（△は増加） － △23,749

棚卸資産の増減額（△は増加） △9,805 △39,400

仕入債務の増減額（△は減少） △16,110 14,508

未払費用の増減額（△は減少） △12,993 △2,563

前受金の増減額（△は減少） 4,652 10,143

その他 △1,580 △19,747

小計 131,555 112,541

利息及び配当金の受取額 4,635 4,034

利息の支払額 △1,622 △1,813

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △29,965 △38,074

営業活動によるキャッシュ・フロー 104,603 76,687

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △1,211 △1,786

定期預金の払戻による収入 3,228 5,846

有形固定資産の取得による支出 △57,571 △64,838

有形固定資産の売却による収入 348 693

無形固定資産の取得による支出 △6,108 △15,122

投資有価証券の取得による支出 △3,145 △2,862

投資有価証券の売却による収入 974 7,762

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る支出

△4,832 △19,862

事業譲受による支出 △17,778 －

貸付けによる支出 △2,651 △4,004

貸付金の回収による収入 2,986 2,672

その他 △144 △78

投資活動によるキャッシュ・フロー △85,905 △91,579
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(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △163,470 12,368

コマーシャル・ペーパーの増減額（△は減少） △3,000 39,000

長期借入れによる収入 128,460 542

長期借入金の返済による支出 △6,607 △18,790

社債の発行による収入 50,000 －

リース債務の返済による支出 △642 △1,884

自己株式の取得による支出 △3 △212

自己株式の処分による収入 69 125

配当金の支払額 △22,206 △23,594

非支配株主への配当金の支払額 △582 △1,227

連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得
による支出

△307 －

その他 △218 △8

財務活動によるキャッシュ・フロー △18,505 6,320

現金及び現金同等物に係る換算差額 △899 183

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △705 △8,388

現金及び現金同等物の期首残高 204,771 216,235

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減
額（△は減少）

1,769 1,112

現金及び現金同等物の四半期末残高 205,835 208,959
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動）

当第２四半期連結累計期間において、McDonald Jones Homes Pty Ltd及びRespicardia, Inc.を新たに連結の

範囲に含めています。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

税金費用の計算

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期

純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しています。

（会計方針の変更）

１ 収益認識に関する会計基準等の適用

「収益認識に関する会計基準」(企業会計基準第29号。以下「収益認識会計基準」という。)等を第１四半期

連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサービ

スと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしています。

これにより、主に「住宅」セグメントでの工事契約の収益認識方法を変更しています。従来は、成果の確実

性が認められない工事は工事完成基準を適用していましたが、一定の期間にわたり充足される履行義務の要件

を満たす場合には、一定の期間にわたり収益認識する方法に変更しています。履行義務の充足に係る進捗度の

測定は、各報告期間の期末日までに発生した工事原価が、予想される工事原価の合計に占める割合に基づいて

行っています。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従っ

ており、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１

四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しています。ただ

し、収益認識会計基準第86項に定める方法を適用し、第１四半期連結会計期間の期首より前までに従前の取扱

いに従ってほとんどすべての収益の額を認識した契約に、新たな会計方針を遡及適用していません。

この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は11,450百万円減少し、売上原価は13,178百万円減少し、販

売費及び一般管理費は８百万円減少し、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ1,737

百万円増加しています。また、利益剰余金の当期首残高は9,212百万円増加しています。

収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示して

いた「受取手形及び売掛金」は、第１四半期連結会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表

示することとしました。また、前第２四半期連結累計期間の四半期連結キャッシュ・フロー計算書において、

「営業活動によるキャッシュ・フロー」に表示していた「売上債権の増減額（△は増加）」は、第１四半期連

結累計期間より「売上債権及び契約資産の増減額（△は増加）」に含めて表示することとしました。なお、収

益認識会計基準第89－２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度及び前第２四半期連結累計期間

について新たな表示方法により組替えを行っていません。

２ 時価の算定に関する会計基準等の適用

「時価の算定に関する会計基準」(企業会計基準第30号。以下「時価算定会計基準」という。)等を第１四半

期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」(企業会計基

準第10号)第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新たな会計方針を、将

来にわたって適用することとしています。なお、四半期連結財務諸表に与える影響は軽微です。

　


